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大阪外国語大学論集第34号（2006年）

カンボディア王国の小学生のスポーツに対する意識と環境

岡　田　千あき

　　The　Attitudes　of　Primary　School　Students　in　the　Kingdom　of

Cambodia　to　Their　Sports　Activities，　and　the　Related　Environment

OKADA　Chiaki

　　　The　Kingdom　of　Cambodia圭s　ir≧the　process　of　rebui正diIlg　the　cot王ntry　after　the

“

Paris　Peace　Agreeme鍛t”ln　1999．　To　develop　the　country　education　ls，　of　course，　one　of

the　essentlal　elements　and　sports　in嵐e　schools　a｝so　can　be　an　impor之ant　part　of　educa－

tion，　Therefore，　Sports　or　Physical　Educa之ion（PE．）have　been　i薙troduced　into　the　schoo圭

curricula　through宅he　great　efforts　of癒e　regional　offlcers　who　are　each　from　their　pro－

vincial　office　of　The亜nistry　of　Education，　Youth　and　Sport（MoEYS）．In　the　Cambodian

Cons之itution　chapter　6［Education，　Culture，　Social　Affalrs］，Ar亀lcle　65　it　is　written：“The

State　shal玉protect　and　uPgrade　citize鍛s，　righ宅s　to　qual童ty　educaもio鷺a宅all　levels　an（圭sha嚢

take　necessary　steps　for　quality　education　to　reach　a茎圭citizens．　The　Sta之e　sha難respect

physlcal　education　and　sports　for　the　welfare　of　all　Khmer　cl£izens”Both　sports　education

and　education　through　sports（e．g．　after　school　activities，　competl£lons　etc）are　increasing

in　impor之a簸ce　in　the　contexωf　Cambodlan　education　for　the　sustainable　development．

　　　This　research圭s　carried　out　for　the　puごpose　of　col至ec£呈礁g　basic　data　on　the　presen之

con（iition　of　school　sports　and　analyziτ主9　problems　of　both　schoo墨sports　and　of　Cambo（圭ian

education　overal｝．　To　conduct　this　research，　utmost　coopera宅io難was　received　from　Mo－

EYS　SIem　Reap　Office　and　alkhe　results　were　officially　annou鐵ced　as　a　loi熱t　research　by

areport　ia　Khmer，　This　research　receives　the　fi鍛anclal　support　of　the　Japaaese　Mi勲istry

of　Education　2004－2006　i麺clusive．

第1章　調査の概要

1．調査の目的

　本調査は，カンボディアの学校スポーツ環境の現状や問題点を把握すると共に，小学生

がスポーツ実施に対して持つ意識や要望を明らかにし，今後のカンボディアの子どもの健

全育成に資する総合的な学校スポーツプログラムの樹立に関する基礎資料を得ることを欝

的に実施した。
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カンボデifアEE　paの小学生のスポーツに対する意識と環境

2．調査対象者

　2005年3月に実施された小学生全国大会への参加者から層化無作為抽出法により抽出。

参加全24州から，参加人数等に応じて各20名～40名の計780名。

3．

（1）

（2）

　
㌧
ノ3
4
v
v

調査方法等

調査方法　　質問紙を用いた留め置き法

標本数及び標本抽出方法　参加全24州から州ごとに20～40（計780）

　　　　　　　　　　　　全国を24州に分割し（層化），州ごとの参加者の中から

　　　　　　　　　　　　無作為にサンプル抽出

有効回収数　　691（有効圓収率　88．6％，23州から圓収）

その他　　調査を実施するに当たり，事前に各州の代表者会合を開き，調査の趣旨

　　　　　や方法等を説明した。

4．調査の時期

　平成17年3月1日～3月10日

5。サンプル属性

性別 男子 426（61．6％） 学年 2年生 2（0．3％）

女子 247（357％） 3年生 8（1．2％）

無回答（不明） 王8（2．6％） 婆年生 32（4．6％）

5年生 179（26ρ％）

年齢 ～ 11才 27（4D％） 6年生 371（53．7％）

12才 61（8．8％） 無回答（不明） 99（143％）

13才 210（30．4％） 参加種爵 サッカー 214（31D％）

14才 299（433％） バレーボール 221（320％）

15才 65（9．4％） バスケットボール 78（11．3％）

16才～ 10（1．4％） 陸上競技 87（12．6％）

無回答（不明） 19（27％） 無回答（不明） 91（13．2％）

第2章　基本調査結果

1．学校のス求一ツ環境

（1）練習の園数及び時悶

　図1，2は練習の臼数及び時間を示している。週岩たりの練習日数の平均は，4．6日であ

った。週5日以上の圓答が半数以上におよび，また，週7日の園答が30％弱見られた。

休みの日でも学校外においてチームのメンバーが集まって練習する機会が多いと推測され

る。1圏の練習時間の平均は，1．5時間であり，2時間以下との回答が全体の89．3％を占

めた。
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図1　あなたは週に何目練習をしていますか

國2　1回の練習は何時間くらいですか

0％　　　　　　10％　　　　　　2e％　　　　　　30％　　　　　　40％　　　　　　5G％ 60aVn

　　
　　
　　
　　
　　

ア◎％　　　　　　80％　　　　　　9（｝％　　　　　董OO％　　　　

（2）学校にあるチーム

　図3は，参加者の学校にあるスポーツのチームを示している。サッカー（男子）のある

学校が最も多く，バスケットボールは男女共に少ない値となった。「その他」は，全国大

会の種目にはなっていないが，クライム・ジャンプU一プを指している。

図3　あなたの学校にはどの種屋のチームがありますか

（3）　スポーツをする上での問題点

　道具，施設の不足の問題が多く挙げられた。「強く思う」，ドそう思う」，「少し思う」の

総計ではt道具と施設の不足に続いて，「勉強が忙しい」と「家の仕事が忙しい」という

時間に関する回答が多く見られた。「親が賛成しない」は，予想に反して少なく，「強く思

う」割合は，わずか6．7％に過ぎず，全国的に見るとスポーツ活動への参加に関して親の

理解は得られていると言える。
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カンボディア王国の小字盤のスポーツに対する意徽と環境

図4　あなたがスポーツ漬鋤をする上での問題点は何ですか

2．スポーツに対する認識と意識

（1＞知っているスポーツとやってみたいスポーツ

図5　あなたの知っているスポーツ／やってみたいスポーツは何ですか
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　大会種目になっているバレーボール，サッカー，バスケットボール，陸上競技の認知度

は当然ながら高かった。その他では，ボクシング，水泳，バドミントン，踊り，卓球がよ

く知られている。理由として，ボクシングはテレビ放映をされており，水泳は子どもたち

の生活に近いところにあり，踊りは伝統文化としてのクメールダンスのことを指すと思わ

れる。女子の間では，器械体操の認知度も高かった。やってみたいスポーツでは，男子は
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サッカー，バレーボール，陸上競技，女子は，バレーボール，バスケットボール，陸上競

技，踊りの順であった。これらの種目が行われていない地区でも全国大会に参加すること

で，実際に競技を見ることができたためと思われる。

（2）　国際大会に対する興味

　園6は，国際大会への興味を聞いたものである。「とても興味がある」が63％であり，「と

ても興味がある」と「興味がある」を合わせた回答は，80．3％であった。図7は，ボスニア・

ヘルツェゴビナ，中国，アメリカ，日本の4力国で行った比較調査「スポーツと健康に関

する調査」の結果を参考として示している。ただし，この調査の対象者は小学生ではなく，

中・高校生であり，単純に比較をすることはできない。「とても興味がある」割合は，ボ

スニア・ヘルツェゴビナの58．3％，中国の32．5％，米国の27．7％，日本の18．4％と比較して，

高い値であった。

図6　あなたはオリンピックやシーゲームなどの国際大会に興味はありますか

図7　あなたはオリンピックなどの国際大会に興味がありますか

（3）　カンボヂィアのスポーツカ

　図8が示すように，カンボディアがスポーツの強い国になって欲しいと「強く思う」割

合は86．6％に上った。図9は，図7と同様に4力国での調査結果を示している。「強く思う」

割合は，中国の927％に続く高い値を示している。
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　　　　　　カンボディア王国の小学生のスポーツに対する意識と環境

図8　あなたはカンボディアがスポーツの強い国になって欲しいと思いますか

図9　あなたはあなたの国がスポーツの強い国になって欲しいと思いますか

3。スポーツの成：果

（1）　スポーツを通じて学んだこと

　「ルールの尊重」，「忍耐」，「協力」と続いた。複数圓答が多く見られたことからも各々

の大会参加者が，スポーツ活動を通じて様々な要素を学んでいることが分かる。

ee　10　あなたはスポーツ活動の実施を通じて何を学びましたか

　ルールの尊重

　　　　　忍謝

　　　　協カ

　　チームワーク

　　　　　自信

　　　　規律

　　　他者尊重

rmミュニケーション

　　　問題解決

　　　　その他

i
！
i

芒

≡「Fl　　　　　　　　　　　　　　　　lト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

「

；
ヨ
ミ
｛
E
§

0 100 200 300 400 500 600 700

（入）

王82



大阪外国語大学論集第34号（2006年）

（2）全国大会に参加してよかったこと

　州の代表選手として大会に参加することを喜ぶ回答が最も多かった。また，長期間にわ

たり同じ場所で寝泊りを共にすることから，同じ学校のチームメイトと仲良くなるのみで

なく，薪たな友人もできるようである。これは，大会期間中の試合のない日に，それぞれ

の地区が遠足や観光などのイベントを組み込んでいることも大きな要因であると推測でき

る。また，他の項目でも大きな差はなく，全体に「強く思う」との國答が多いことから，

全国大会への参加をあらゆる側面から喜ぶ姿が伺える。

図11あなたが全国大会に参加してよかったと思うことは何ですか
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　　　　　　　　　　カンボデKア王国の小学生のス＊”　一一ッに対する意識と環境

第3章　地区溺調査結果

1．学校のスポーツ環境

（1）練習の回数及び時間

　シェムリァップ，プレイヴェン，オッダーミエンチェイの3地区は，練習日数が週7日

との回答が50％を超えた。これは，休日の個人での練習や，友人との遊びの申での練習

も含まれると推測される。州によってかなりのばらつきが見られるため，今後全国大会

の成績や種目間，性別間での違いを見る必要があろう。

図12　週当たりの練習目数（地区別〉
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　図13は，地区別の1圏の練習時間を示している。週当たりの練習回数にはばらつきが

見られたが，練雷時間は30分から2時間との回答が極めて多かった。カンボディアの気

候を考えると，日中の屋外での長時問に渡るスポーツ活動は大変困難である。コーチの指

導方法や回答者の種目，年齢性別等によって練習時間は異なると思われ，州の問での大

きな差は見られなかった。

図13　1回の練習時閤
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（2）学校にあるチーム

　図14は，カンボディア教育・青少年・スポーツ省（MoEYS）の2002年の資料を参考

に作成した。スポーツチーム数の多いプレイヴェンとタケオは，共にスポーツ教員数が

86名と全国で最も多い。一方で，スポーツチーム数の少ないパイリン，ケップ，ラタナ

キリ，モンドルキリ，コッコン，プレイヴィピアの6地区は，全てスポーツ教員の数が5

名以下であり，スポーツ教員数とスポーツチーム数の相関が見られる同時に，地区による

格差が明らかになった。

図14　全国の小学校のスポーツチーム数（MoEYS　2002）

（3）　スポーツをする上での問題点

　pa　i5は，スポーツをする上での問題点について，「強く愚う」と「思う」を合わせた値

の地区別合計である。各地区間の量的な比較は成り立たないが，①用具や施設の不足とい

った経済的制約，②勉強や家の仕事が忙しいといった時間的制約，③指導者の不足の問題
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の3つの傾向が浮かび上がる。この問題の組み合わせは，地区によって異なり，ラタナキ

リ，オッダーミエンチェイ，クラチェの3地区では，施設はあるが用具が不足しており，

仕事での忙しさではなく勉強が忙しいことが問題との團答であった。また，コンポント

ムでは，親の反対がもっとも大きな問題点として挙げられた。

表1　　各地匿の主要な闘題のパターン

主として篇一チの不足 主として施設や用具の 主として勉強や家の仕事に その他の地区

が問題である地区 不足が問題である地区 よる時間が問題である地区 （異なる組み合わせ）

タケオ スヴァイリエン タケオ ラタナキリ

スヴァイリエン 　　　　　　　　　　　　　　　q
シェムリアップ シハヌークヴィル オッダーミエンチェイ

パイリン プレイヴィピア
o

フルサット クラチエ

繋ツコン プレイヴェン カンダール コンポントム

カンダール プノンペン 皿ンポンスプー

カンポット モンドルキリ ⊇ンポンチャング

コンポンスプー コツ：］ン バッタンバン

コンポンチャング ケップ バンテアイミエンチェイ

バッタンバン カンポット

篇ンポンチャム

図15　スポーツをする際の問題点（「強く思う」，ギそう思う」と答えた合計）
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2．スポーツに対する認識と意識

（1）国際大会に対する興味

　「とても興味がある」と答えた翻合が50％以丁の地区は，首都プノンペンに加えて，モ

ンドルキリ，ラタナキリ，クラチェと国の東部地区および，パイリン，プルサットの西部

地区であった。プノンペンでは，「とても興味がある」との圃答が少ないのみでなく，「興

味がない」との罎答も30％以上に上っており，他地域とは全く異なる傾向を示している。

首都であるため，他にも子どもたちをひきつける魅力が存在するか，国際大会に興味を持

たない別の理由があるかについて検証が必要である。

図総　国際大会に対する興味（地区別）

Takeo

Svay　Rieng

Sihanoukville

Siemreap

Ratanak　Kiri

Pursat

Prey　Vihear

Prey　Veng

Phnom　Penh

Pailin

Oセdar　Meanchey

　　　Mondul　Kiri

Kratie

Koh　Kong

Kep

Kandal

Karnpot

KampongThorn

KampongSpeu

KampongChhang

KarnpongCham

Battarnba自9

Banteay　Meanchey

ー
　
…

蝋
斑
己
　
　
…
　
匠

燃
躍
霧
灘
響

…
　
…

螺
購
簸
－
　
　

撒
配
灘
馨
ー

灘
E
ー
㌧
．

1

ー

縷
騰
馨
i
轄

灘1

鱒
1

驚
撚
笠
1

ー

ー

1

i

1

．
　
－

…

…
…
　
　
＝
　
　
コ

…
　
…

要

…
　
遣

≡
　
　
　
…
　
華

…
　
F

遣
　
…

…

遣
　
…

ー

ー

…

ー

1

ー

1
　
1
　
　
…

…

…
　
≡
　
コ
　
　
ミ

1
　
≡
　
　
　
ミ

≡

…
　
　
…

…
　
…
　
蚕

」
　
陛
　
　
…

…
　
F
　
…

…

≡
　
…
　
E
　
≡

ー

…

1

1

ー
　
I
　
I

石
　
－

妻
　
　
　
…

1

1

1

1

O％ 20覧 40菟 609e 80覧 100％

eeとてもあるmある憾少しあるraない濁NA

188



大阪外国語大学論集第34号（2006年）

（2）　カンボディアのスポーツカ

　「強く思う」との圏答が，どの都市においても60％を超えている。特にコッコン，カン

ダール，コンポントムではIOO％と極めて高い値であった。図16に示した「国際大会に

対する興味」と同様に，プノンペンでの「思わない」との回答が20％と他地区と比較し

て特に高かった。

図17　カンボヂィアの国としてのスポーツカ（地区別）
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3．スポーツの成果

（1）　スポーツを通じて学んだこと

　　　　　　　　　図18　スポーツ活動の案施を通じて学んだこと（地区別）
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　図18は，スポーツ活動の実施を通じて人間的な成長を促す複数の要素を挙げている。

最も学ぶことができた要素として「ルールの尊重」を上げた割合の多い地区が，23州中

15州に上った。続いて「他者の尊重」が3州である。一方で，プレイヴェン，クラチェ，
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カンダールでの「他者の尊重」は，他の要素と比較して低い値にあった。「問題解決」や「コ

ミュニケーション」は，多くの地区で低い値でみられた。

（2）全国大会に参加してよかったこと

　　　　　　　　　　図19全国大会に参加してよかったこと（地区別）
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　図19は，全国大会に出場してよかったと思うことの各項自について「強く思う」と「そ

う思う」の回答を合計した割合を示している。複数の圓答がIOO％を示した地区を除くと

「チームメイトと仲良くなった」との圃答が最も多かった地区が23州中6州，続いて「高

いレベルで試合ができた」が5州，「薪しい友人ができた」，「競技レベルが上がった」，「州

の代表として参加できた」が各3州ずつであった。「高いレベルで試合ができた」との翻

答は，図11で示したように，全体としてはそれほど高い値を示していないが，ラタナキリ，

プルサット，プノンペン，ケップ，バタンバン州では最も多い圃答となった。一方で，ス

ヴァイリエンtシェムリアップ，クラチェでは，「高いレベルで試合ができた」との励答は，

他項目と比較し最も低い値を示した。
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第4章　その他の結果

1．スポーツ教員数

　表2は，MoEYSの資料から，近年のスポーツ教員数の増減を示している。全国的なス

ポーツ教員数は，1998年に647人，2000年に669人，2002年に792人と，1998年から

2002年では22．4％の増加が見られる。1998年との比較では，2002年のスポーツ教員数が

増加した地区は14州に留まり，残りの9州では減少していた。この資料は，地区別のス

ポーツ教員の割合ではなく絶対数を示しており，就学率が上がり，学校数が急増する近年

の状況からすると，スポーツ教員の減少は全国的な問題であると言わざるを得ない。國

21は，MoEYSの資料から，各地区の総教員数に占めるスポーツ教員数の割合を示してい

る。スポーツ教員の割合の高い地区は，最も高いストゥントゥラングを除くと，プルサッ

ト，コンポンスプー，タケオ，プレイヴェン，バッタンバンと南西部に集中している。ス

ポーツ教員数の割合の高い地区は同時に，図22に示すように「教員一人器たりの生徒数」

が少ない傾向にある。

表2　近年のスポーツ教員数（人）

Province 2002 2000 1998

Ba盤teay　Meanchey 21 25 25

Baももambang 68 67 71

Kampong　Cham 71 61 77

Ka！npong　Chh轟ang 16 14 11

Ka魚po且g　Speu 69 37 45

Kampong　Thom 27 16 18

Kampo宅 30 21 20

Kandal 57 66 59

Kep 2 2 1

Koh　Kong 4 3 6

Kratie 18 14 16

Mondul　Klri ユ 3 3

Otdar　Mea没chey 4 4
一

Pailin 2 1 0

Ph鷺Oln　Penh 76 65 63

Preah　Vihear 5 2 1

Prey　Ve獄9 86 66 76

Pursat 55 32 17

Ratanak　Kiri 4 2 1

Sie｛nreap 31 31 36

Sihanoukville 9 13 11

Stung　Treng 16 8 3

Svay　Rie澱9 34 26 40

Takeo 86 90 47
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図202000年度のスポーツ教員数（人：MoffYS）　図2i総教員に占めるスポーツ教員の割合

　　　

図22　全国小学校の生徒数とスポーツ教員数

￥e8chers
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2．プレイグランドの広さ

　表3は，MoEYSの資料から，近年の小学校におけるプレイグランドの広さの増減を示

している。全国の小学校のプレイグランドの広さの平均は，1998年に8，232m2，2000年

に7，726m2，2002年に7，506　m2と年々減少している。これは，学校数の増加に伴うもの

とも言えるが，学校の敷地をできる限り子ども達が運動のできる場所にする試みがいくつ

かの学校ではなされているため，地区間，学校間の差が開く一方である。1998年から

2002年の間にプレイグランドの平均面積が増加した地区は6州に留まり，残りの17州で

は減少していた。最も増加率が高かったのは，シバヌークヴィルで106％増，一方，プレ

イヴィヒアでは，全体で62％減であった。

　図23，図24は，同じくMoEYSの資料から，グランドの広さに占めるプレイグランド

の割合を地区ごとに示している。2002年のグランドの広さの増加率が圧倒的に高かった

シバヌークヴィルが唯一　70％を上圓っている。続いて，オッダーミエンチェイ，コンポ

ンチャム，クラチェ，スヴァイリエンは，60％を超えた。パイリン，モンドルキリの2地

区では，30％に満たなかった。

表3近年のプレイグランドの広さ（m2＞

Province 2002 2000 1998

Banteay　Meanchey 11，748 8，800 9，700

Battambang 6920 7，233 6β20

Kampo盤g　Cham 7258 7，858 9ρ05

Kampong　Chhnang 12，324 12268 14，604

Ka搬pong　Speu 10，845 10，775 11，011

Kampo登g　Tho鵜 7，138 7，559 8β98

Kampot 6，938 7ユ62 7，368

Ka無da1 7，132 8，780 9，162

Kep 3，404 4，656 4，692

Koh　Kong 5，135 4，243 6，670

Kratie 5β69 5958 7，827

Mo難dul　Kiri 4，336 4，548 婆，468

Otdar　Meaachey 15，768 6，698 　

Paili無 3，655 8β33 2β25

Ph捻o粗Penh 7，281 7，850 8，662

Preah　Vihear 7，265 9，132 18856

Prey　Veng 6275 8，528 7，298

Pursat 7，215 6959 8，992

Ra士anak　Kiri 3β82 3β85 3，048

Siemreap 5，902 11，153 7β76

Sihano疑kville 11，324 6，577 5，474

Stu隷g　Treng 4β02 6，596 4，087

Svay　Rieng 9270 ＆665 10，271

Takeo 9β63 11，556 12，927
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図23　グランドの総面穫に占める
図22　近年のプレイグランド（ra2）　　　　　　　　　プレイグランドの割合
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3．スポーツチーム数

　表4は，MoEYSの資料から，学校数に対する各スポーツチームを有する小学校の割合

を示している。各種雛の平均値は，バレーボール41％，サッカー14％，バスケットボー

ル3e／e，クライムm一プ16％，陸上競技69％であった（陸上競技ではt～部地域で男女

のチームを2と数えた学校があり，100％を超える値になったと推測される）。この平均値

を5種屠中4種廻で上回った地区は，コンポンチャング，コンポンスプー，プノンペン，

プレイヴェン，スヴァイリエンの5州である。一方，5種廻全てで平均値を下回った地区は，

バタンバン，ケップ，ラタナキリの3地区であった。これらの数値は，種目ごとのチーム

数を示すものであり，様々な種冒で平均的に普及を行っている地区も存在するためt単純

にスポーツ普及の度合いを示すものではない。種爆を問わず，チーム数のみの平均では，

コンポンチャング，タケオが44％で，プレイヴェンとカンポットが42％と続いた。

表4学校数に対するスポーツチーム数の種葭別割合

Volleyball Football Basketball
Climb

Ropes
Athletics Average

Ban毛eay　Meanchey 43％ 18％ 3％ 13％ 55％ 26％

Battambaag 22％ 3％ 3％ 14％ 43％ 17％

KamPG嶽g　Cha磁 42％ 13％ 2％ 16％ 52％ 25％

Kampong　Chh難ang 54％ 20％ 3％ 26％ 115％ 44％

Kampo丑g　Speu 48％ 21％ 2％ 21％ 79％ 34％

Kampong　Thom 4王％ 10％ 2％ 王8％ 82％ 31％

Kampot 52％ 11％ 2％ 21％ 126％ 42％

Kanda1 37％ 9％ 7％ 26％ 106％ 37％

Kep 38％ 12％ 0％ 4％ 69％ 25％

Koh　Kong 32％ 24％ 1％ 4％ 23％ 17％

Kratie 42％ 玉1％ 2％ 19％ 76％ 30％

Mondul　Kiri 41％ 26％ 7％ 7％ 20％ 20％

Otdar　MeaHchey 32％ 21％ 1％ 22％ 71％ 29％

Pailin 27％ 15％ 0％ 0％ 23％ 13％

Phnom　Penh 49％ 6％ 5％ 25％ 113％ 39％

Preah　Vihear 22％ ユ8％ 3％ 8％ 28％ 16％

Prey　Veng 60％ 15％ 2％ 29％ 107％ 42％

Pursat 54％ 5％ 1％ 14％ 72％ 29％

Ratanak　Kiri 2王％ 10％ 3％ 1％ 8％ 8％

Siemreap 40％ 16％ 5％ 18％ 66％ 29％

Sihan◎ukvi玉1e 43％ 6％ 5％ 9％ 70％ 27％

Stung　Treng 44％ 24％ 3％ 4％ 48％ 25％

Svay　Rieng 50％ 18％ 3％ 26％ 73％ 34％

TakeQ 60％ 9％ 2％ 28％ 121％ 44％
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図25バレーホールチームを有する学校の割合
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騒27　バスケットホールチームを有する学校の劃含
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